
地域に必要な外来医療提供体制の確保を進める

一般診療所の新規開業者

趣旨

対象

新規開業者へ求めることとする
「地域で不足する外来医療機能」（和歌山医療圏）

臨時の予防接種への協力、病診連携への協力、
在宅医療、初期救急（夜間・休日）、
学校医、分娩取扱い、
産業医（海南・海草）、小児科（海南・海草）

手続き 開設時に、上記外来医療機能を担うかどうかの
報告書を保健所へ提出

地域の協議の場で情報共有・確認

＊何も担う予定のない場合は、
協議の場でその理由を確認

取組期間 令和２年４月～

和歌山県外来医療計画に基づく取組

地域で不足する外来医療機能を担うことを
新規開業者へ求める

医療機器（CTとMRI）の共同利用

資料３

外来医療計画は
県医務課ホームページに掲載
https://www.pref.wakayama.lg.jp/
prefg/050100/d00209171.html

医療機器の効率的な活用のため、
共同利用を推進する

趣旨

ＣＴ又はＭＲＩを購入（更新を含む）する
医療機関

対象

手続き 購入時に、共同利用計画を作成し、保健所へ提出

地域の協議の場で情報共有・確認

＊共同利用を行わない場合は、
協議の場でその理由を確認

取組期間 令和２年４月～

稼働状況
の報告

令和５年４月１日以降に購入したＣＴ又はＭＲＩ
については、利用件数を年１回、所管する保健所
への提出が必要（毎年４月に報告）

※外来医療機能報告の対象医療機関（病院・有床診）は、
外来機能報告による報告をもって利用件数の報告に替えることができる
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１．新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について

所在地（和歌山市） 診療科目   初期救急医療   在宅医療   公衆衛生機能 その他
いずれも
実施しない

実施しない理由

1 R6.3.1 岩橋８７０－２ 内科・消化器内科 − − ✔ − −

2 R6.4.1
万町７番地

サピリア石倉ビル３階
内科・疼痛緩和内科 − ✔ ✔ − −

3 R6.5.1 布引７２３－１
内科・糖尿病内科・消化器

内科 − ✔ ✔ − −ひろみち内科クリニック

ホームケアクリニック
城北の杜

せたクリニック

新規開業者へ求める事項のうち提供予定のもの

開設日

医療機関

医療機関名
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名称
所在地

（和歌山市）
病床数
合計

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期
分類
なし

CT MRI
入院

（一般）
入院

（療養）
外来 在宅 保守点検回数

画像情報等の提供に
関する方針

CT更新
（入替え）
1台

R6.12.31

保守点検
４回

デジタルデータで
提供

CT更新
（入替え）
1台

R6.9.30

保守点検
２回

デジタルデータで
提供

CT更新
（入替え）
1台

R7.3.31

保守点検
１回

デジタルデータで
提供

※２ Ｒ５年医療施設静態調査から抽出

有

　当該医療機関は、R7.4に移転予定である。新規購入
することで、被曝線量の低減や診断精度の向上等、多
くのメリットが得られる。また、現在のCT装置は購入
から10年以上が経過し、老朽化が見られる。修理時対
応も困難となってきており患者対応に影響を及ぼす可
能性が考えられるため購入が必要と考える。
　依頼があればどの医療機関でも共同利用を行う予定
である。

なし 35 ー 40.0 757 0 0 0

４列以
上１６
列未満
1台

R6.8.13 嶋病院

西中間町１
－３０

中之島８７
４－３

（R7.4.30移
転予定）

57 0

有

　当該医療機関は、多数の外来診療科を有するだけで
なく、救急医療や高度急性期及び急性期医療を主とし
た入院医療など多くの役割を担っている。
　今回、平成２３年に導入したＣＴ装置の老朽化及び
診断精度向上のため更新にかける。多くの患者が来院
する中、救急医療等にも大きな影響を及ぼす可能性が
考えられる。
　依頼があればどの医療機関でも共同利用を行う予定
である。

3.0ﾃｽﾗ
以上
１台
1.5ﾃｽﾗ
以上
3.0ﾃｽﾗ
未満
2台

594 ー 1,558.0 ―150 0 0 0
64列
以上
４台

R6.6.5

和歌山県
立医科大
学附属病
院

紀三井寺８
１１－１

760 610

893.8ー ー ー
64列
以上
2台

3.0ﾃｽﾗ
以上
１台

1.5ﾃｽﾗ
以上
3.0ﾃｽﾗ
未満
１台

268 ー

独立行政
法人労働
者健康安
全機構和
歌山労災
病院

木ノ本９３
番１

303 50 253

　当該医療機関は、多数の外来診療科を有するだけで
なく、救急医療や高度急性期及び急性期医療を主とし
た入院医療など多くの役割を担っている。
　平成22年に導入されたＣＴ装置がエンドオブサポー
トとなり、故障時の修理対応が困難になる。多くの患
者が来院する中、救急医療等にも大きな影響を及ぼす
可能性が考えられる。
　依頼があればどの医療機関でも共同利用を行う予定
である。

有―

※１ わかやま医療情報ネット「医療の実績・結果に関する事項」から抽出

２．外来医療計画に係る医療機器の共同利用について

計画書
届出日 和歌山市保健所による調査結果について

病床機能報告による病床等（2022年７月１日現在）

共同利用
の有無

医療機器の配置状況
（※２）

医療機関

1日平均患者数（※１）医療機関

新規購入又は
更新する
医療機器の
種別・台数

設置予定日

R6.5.27
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